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青少年問題の悩みなどお気軽に

灘昌

74-24-080 0

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

10月15

・

16日に開催
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

宇
治
茶
や
特
産
品
の
即
売
も

　
第
三
十
八
回
関
西
茶
品
評
会
が
、
十
月
十
五
・
十
六
日
の
両
日

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
品
評
会
は
、
近
畿
・
中
国
。

四
国
地
方
八
府
県
の
茶
業
関
係
者
ら
が
茶
業
の
発
展
を
目
指
し
、

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
宇
治
茶
や
特
産
品
の
即
売

も
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▲外観、香りなど慎重に審査(EO年Ｓ月21日･茶彙センターで)

　
関
西
茶
品
評
会
は
、
そ
の
年
に

生
産
し
た
お
茶
の
出
来
栄
え
か
競

い
、
品
質
の
向
上
と
茶
の
生
産
技

術
の
進
展
、
ま
た
消
費
需
要
の
拡

大
を
図
る
た
め
開
か
れ
て
い
李
７
。

　
三
十
八
回
目
を
迎
え
た
今
年

は
、
十
月
十
五
・
土
八
日
の
両
日
、

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

と
し
て
開
催
。
京
都
府
、
岐
阜
・

愛
知
・
三
璽
・
滋
賀
・
兵
庫
・
奈

良
・
高
知
県
の
八
府
県
と
、
茶
業

関
係
団
体
な
ど
の
関
係
者
ら
約
一

千
四
甲
ハ
が
、
茶
業
の
一
層
の
向

上
を
目
指
し
て
、
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ホ
ヂ
。

　
ま
た
、
こ
の
品
評
会
を
機
会
に
、

消
費
者
に
も
日
本
茶
の
尽
刄
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
宇
治
茶
の
即

売
や
菓
子
類
な
ど
の
展
示
即
売
も

行
い
ま
す
。
併
せ
て
歴
史
資
料
館

で
は
ぶ
国
展
「
茶
師
の
昏
ご

文
化
」
を
開
催
中
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
伝
統
産
業

の
宇
治
茶
を
広
く
認
識
す
る
機
会

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
第
三
十
八
回
関
西
茶
品
評
会
の

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
心
一

場
図
は
左
）
。

　
〈
出
品
茶
の
展
示
〉

　
1
5
日
叫
、
午
後
１
時
～
５
時
と

　
1
6
日
團
、
午
前
９
時
～
午
後
３

　
時
。
中
央
公
民
館
展
示
男
壁

　
で
。

〈
茶
関
連
機
械
・
資
材
の
展
示
〉

　
1
5
E
㈹
、
午
後
１
時
～
５
時
と

　
1
6
日
團
、
午
前
９
時
～
正
午
。

　
運
動
広
場
（
駐
車
場
）
で
。

〈
入
賞
者
の
表
彰
式
〉

　
1
6
日
唄
午
前
1
0
時
か
ら
。
文

　
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。

〈
茶
に
関
す
る
菓
子
な
ど
特
産
物

　
の
展
示
即
売
〉

　
宇
治
茶
、
茶
だ
ん
ご
、
茶
の
葉

せ
ん
べ
い
、
茶
羊
か
ん
、
茶
あ

め
、
茶
カ
ス
テ
ラ
、
陶
磁
器
、
茶

染
め
、
洋
菓
子
、
し
い
た
け
な
ど

か
即
売
。
1
6
日
團
、
午
前
９
時
～

　
午
後
３
時
。
市
民
広
場
で
。

　
　
　
　
◇

　
高
級
茶
の
代
名
詞
と
し
て
全
国

的
に
有
名
な
汲
案
。
市
で
は
、

ふ
る
さ
と
宇
治
の
伝
統
産
業
と
し

で
茶
業
の
発
展
に
努
め
、
ふ
礒
と

も
目
然
八
Ｔ
ハ
と
産
業
が
調
和
し
た

町
づ
く
公
潅
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど

８
人
が
堂
々
入
賞

　
関
西
１
　
認
会
の
開
催
に
先
立

ち
、
出
品
言
れ
た
お
茶
の
品
質
な

３
Ｊ
Ｗ
競
う
関
西
茶
品
評
会
審
査
会

は
、
八
月
二
十
・
二
十
一
・
二
十

二
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
府
茶

協
同
鰻
案
業
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
審
査
会
に
は
、
参
加
八
府
県
か

ら
、
せ
ん
茶
、
か
ぶ
せ
茶
、
玉
露
、

て
ん
茶
の
各
部
門
に
総
肘
七
百
八

十
二
点
が
出
品
。
外
観
、
色
合
い
、

審査会

香
り
な
ど
の
審
査
の
結
果
、
市
内

で
は
次
の
八
人
が
、
農
林
水
産
大

臣
賞
鳶
呼
応
各
賞
か
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
〈
玉
露
の
部
〉

○
農
林
水
産
大
臣
賞

　
上
村
巌
さ
ん
（
白
川
川
上
ぴ
谷
）

　
〈
て
ん
茶
の
部
〉

○
農
林
水
産
大
臣
賞

　
北
川
弘
吸
ん
（
伊
勢
田
町
中
山
）

○
農
蚕
園
芸
局
長
賞

　
小
山
匹
治
さ
ん
（
小
倉
町
寺
内
）

○
日
本
茶
業
中
央
会
長
賞

　
清
水
哲
男
さ
ん
（
宇
治
妙
楽
）

　
寺
川
俊
男
さ
ん
（
雲
居
番
）

○
全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
会
長
、

　
寺
川
勝
之
さ
ん
（
宇
治
壱
番
）

　
小
山
俊
美
さ
ん
（
小
倉
町
寺
内
）

○
日
本
茶
業
技
術
協
会
長
賞

　
山
崎
一
平
さ
ん
（
五
ヶ
庄
大
八

　
木
島
）

　
第
５
回
宇
治
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
多
数
ご

スのクラス表ドレロー

参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
1
1
月
３
日
㈲
、
吊
役

所
新
庁
舎
南
側
駐
車
場
に
集
合
、

受
け
付
け
は
午
即
急
７
９
時

▼
コ
ー
ス
・
・
・
市
役
所
前
↓
白
川

↓
立
場
林
道
▼
ク
ラ
ス
・
対
象

・
・
・
左
表
▼
参
加
料
…
小
・
中
学

生
上
二
百
円
、
高
校
生
客

円
、
一
般
＝
千
円
▼
申
し
込
み

・
：
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
所
属
（
勤
務
先
ま
た
は

学
校
名
）
、
参
加
ク
ラ
ス
を
記

入
り
上
、
宇
冶
市
体
育
協
会
（
五

ヶ
庄
官
有
地
）
次
た
は
、
長
棟

秀
之
さ
ん
（
広
野
町
尖
山
２
－

2
2
3
）
へ
。
1
0
月
1
7
R
必
着
の
こ

と
▼
問
い
令
幻
せ
・
・
・
長
棟
秀
之

さ
ん
（
豊
⑩
6
4
2
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）
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509

ト
行
政
に
間
す
る
相
談
は
お
気
軽
に

　
　
　
　
（
5
9
年
１
０
月
・
一
日
合
同
行
政
相
談
所
）

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
三
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
週
間
は
、

行
政
相
談
制
度
の
利
用
促
進
と
発

展
、
夢
り
に
は
行
政
の
民
主
的
な

運
営
に
役
立
つ
こ
と
舎
Ｂ
的
と
し

て
定
め
て
い
未
了
。

　
市
で
は
、
こ
の
一
環
と
し
て
十

月
十
七
日
困
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
、
市
璧
限
罠
相
談

尽
刄
竹
政
相
談
所
を
開
設
し
示
す
。

　
国
や
府
・
市
を
は
じ
め
国
賎

公
団
な
ど
の
仕
事
に
関
し
工
古
情

や
公
党
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
深
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、
秘
密
厳
守

で
親
切
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
‘
’
£
、
こ
の
日
に
限
ら
す
、
『
昭

和
六
十
年
度
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
ぴ
庶
で
掲
載
の
ぶ
つ
に
、
毎

月
一
回
（
第
三
木
曜
日
）
、
行
政

相
談
日
を
設
け
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
ず
。

　
更
に
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
や

京
都
行
政
監
察
事
務
所
（
京
都
市

中
京
区
御
池
通
り
西
洞
院
西
入
・

豊
0
7
5
叫
2
5
6
1
）
で
も
相

談
で
量
子
。

　
市
内
の
行
政
相
談
員
の
連
絡
先

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
松
本
登
=
Ｉ
３
＠
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５

　
増
井
繁
一
ｌ
Ｓ
⑩
1
1
2
4

　
瀬
田
佐
吐
子
＝
豊
０
4
7
9
3

宇治ロードレース参

加者を募集

第38回関西茶

品評会

行
政
相
談
所
を
開
設

1
0
月
1
7
日
に
市
民
相
談
室

で

市内でも発生

飲料に毒物混入

安全管理に注意徹底を

悪

質
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
子
ど
も
の
成
人
病

　
最
近
、
子
’
ぐ
も
に
も
既
人
病

が
み
ら
元
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
フ
か
。

　
　
「
子
丿
も
の
成
人
病
」
と
言

う
と
お
か
し
い
よ
’
Ｚ
池
じ
が

し
ま
す
が
、
肥
満
の
子
ひ
も
の

体
は
成
人
病
の
始
ま
り
の
ぷ
つ

な
変
化
が
起
こ
り
、
肥
満
症
や

糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
な
ど
が
増
え
て
い
る
の
で

す
。
　
肥
満
の
原
因
は

　
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
肥
満
は
、
雅
以
に
よ
る
体
質

的
な
も
の
や
妾
損
境
が
そ
の

消費生活講座の受講者募集

原
因
と
言
わ
れ
て
い
求
ふ
、

主
と
し
て
栄
養
の
取
り
方
と
深

く
関
係
す
る
ぷ
つ
で
す
。

　
食
事
が
不
規
則
で
間
食
が
多

子どもの
成人病

　
ま
た
、
太
っ
て
い
る
ｌ
ｉ
Ａ
Ｗ
)

は
、
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た

り
、
漫
画
や
テ
レ
ビ
に
夢
中
に

な
り
、
外
Ｖ
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
少
な
ぐ
な
り
未
了
。

受
験
戦
争
の
た
め
に
、
宿
題
や

塾
通
い
に
追
わ
れ
、
規
則
正
し

い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
牛
活

が
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

人
病
奎
Ｗ
屈
こ
し
て
い
る
の

で
す
。

　
食
品
添
加
物
に

　
　
　
　
　
注
意

　
更
に
、
甘
い
菓
子
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
、
ス
ナ
″
ク
菓
子
、

清
涼
飲
料
水
は
、
糖
分
の
取
り

す
ぎ
に
な
る
だ
け
で
な
ぐ
、
中

お
や
つ
の
与
え
方
に

　
　
　
　
気
を
つ
け
て

い
、
夜
寝
る
前
の
間
食
。
ま
た
、

欲
し
い
物
を
好
き
な
だ
け
食
べ

る
な
μ
と
、
肥
満
の
そ
公
ほ

砂
糖
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
甘
い

菓
子
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

ス
ナ
″
ク
菓
子
、
清
涼
飲
料
水

な
ど
、
糖
質
の
多
い
も
の
ば
か

り
と
る
傾
向
が
あ
り
未
了
。

も
多
い
様
で
す
。

　
更
に
、
親
子
の
触
れ
合
い
が

少
な
い
場
合
な
ど
、
そ
公
ほ

食
べ
る
こ
と
で
満
足
欠
得
ぷ
ワ

と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
ラ
レ
た
糖
質
の
と
り
す
ぎ
、

運
動
不
足
、
不
規
則
な
食
単
活

な
戸
か
、
’
丁
も
の
肥
満
、
成

に
は
、
着
色
料
・
着
香
料
・
甘

味
料
・
湖
料
・
強
化
剤
・
粘
着

防
止
剤
・
化
学
調
味
料
な
ど
の

食
品
添
加
物
が
含
ま
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
体
内

に
入
っ
た
握
易
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
疑
問
が
あ
り

ホ
ヂ
。

　
複
雑
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
消
費
者
が
被
害
に
遭
う
こ
と

な
く
、
豊
か
な
家
庭
を
築
く
た
め
に
、
市
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
消
費

生
活
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
午
前
1
0
時
１
正
午

ま
で
。
た
だ
し
、
1
0
月
3
1
日
は
午

前
９
時
半
ト
午
後
Ｏ
時
半
ま
で
▼

と
こ
ろ
ふ
落
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
定
員
：
加
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
市

役
所
商
工
観
光
課
（
容
⑩
3
1
4

1
）
へ
電
話
か
来
庁
で
。
な
お
、

当
日
は
保
育
室
を
用
意
し
示
ｙ
▼

共
催
・
：
京
都
町
落
地
方
振
興
局

・
宏
舅
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
営

ト
熱
心
に
勉
強
す
る
受
講
者
（
６
月
の
同
講
座
か
ら
）

協
議
会
。

　
　
　
　
　
◇

　
今
年
度
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
の

横
山
美
智
子
さ
ん
（
広
野
町
宮
谷

二
五
上
六
）
が
、
都
合
に
よ

り
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

消費生活講座の日程表

と　き 内　　容 講　　師

10/18(4) 消費者被害のあれこれ訪問販売の事例から
京都府商工部消費生活課長
　　　　田川冨士雄さん

10/23困 商品知識…羽毛布団　よい選び方・買い方
イワタ羽毛研究所室長
　　　　島田　昌彦さん

10/28㈲ 消n者教育
　親から子へ

京都府教育委員会社会教育譚

指導主事山下美智子さん

10/31困 おさかな教室　講演と実習
社団法人大日本水産会
おさかな普及協議会講師

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

や
ス
ナ
″
ク
菓
子
に
は
油
脂
の

酸
化
に
よ
る
肝
機
能
障
害
堂
母

性
の
強
い
発
ガ
ン
物
質
が
生
成

さ
れ
る
心
配
が
あ
り
'
　
>
i
ｔ
ｘ
Ｑ
に

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ふ
ヂ
。

　
　
規
則
正
し
い

　
　
食
生
活
を

　
　
置
も
の
肥
満
か
防
ぐ
た
め

に
は
、
家
庭
内
の
雰
囲
気
や
生

活
習
慣
に
十
分
注
意
ず
る
と
と

も
に
、
買
い
物
牽
ず
る
と
き
に

は
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

Ｈ
ａ
ｗ
Ｇ
頃
か
m
品
の
品
質

表
示
の
確
認
と
、
製
造
年
月
日

の
古
い
も
の
や
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
１
　
躍
加
物
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
に
は
十
分
注
意
す

る
習
慣
公
尽
兄
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

最
低
賃
金
が
改
正

時
間
給
４
５
５
円
以
上
に

　
京
都
府
南
部
地
区
の
最
低
賃
金

が
十
月
四
日
か
ら
下
表
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
（
産
業
別
は

1
2
月
中
に
改
正
予
定
）
。

　
最
低
賃
金
と
は
、
働
く
者
の
最

低
の
賃
金
額
を
保
障
す
る
こ
と
で

労
働
条
件
を
改
善
し
、
働
く
人
々

の
年
活
の
安
定
を
図
る
た
め
法
律

はかりの定期検査

　10月20日から

で
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
事
業
所
で

働
く
常
用
・
臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
が
最
低
賃
金
額
を
保
障
し

な
い
場
合
に
は
処
罰
の
対
象
七
な

り
ま
ず
・
　
　
　
　
　
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
詳
し
ぐ
は

　
侃
趾
検
定
所
で
は
、
業
務
に

使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検
査
を

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。

　
業
務
用
は
か
り
は
、
検
査
か
受

け
な
い
と
使
用
盲
笙
せ
ん
の
で

必
ず
検
査
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
検
査
に
際
し
て
は
、
手
数
料
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
府
計
量
検
｝
厨
（

ｅ
ｏ
７
５
㈲
～
３
５
）
ま
た
は
、

市
役
所
商
工
観
光
課
（
豊
⑩
３
１

61年度市民カレンダー

　61年度版「市民カレンダーと手

μき」（発行・宇治市）に掲載す

る写真を、広く市民の皆さんから

募集します。あなたの力作をお寄

せください。詳しくは、広報課豊

＠3141へ。

京
都
労
働
蔭
嘉
（
豊
０
７
５
剛

3
2
1
1
）
。
ま
た
は
、
市
役
所
交

通
労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ

お
問
い
令
幻
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

最低賃金表昭和60年10月４日実施

区　　分 京都府南部地区

一般労働者１　日 3,635円

時間給の人１時間 455円

はかり定期検査の日程表　　　　ｄ

月　日 ところ 対象区域 　１
心
〃

〃祗

§

10/22火東宇治中学校木幡・五ヶ庄

10/23伽
宇治ショップセンター

木幡・六地蔵

10/24因小倉小学校
小倉町･伊勢田町･開町

安田町・羽拍子町

10/25(i) 大久保小学校大久保町・広野町

lo/昌 宇治市役所
白川･志津川･宇治
菟道･横島･神明･笠取

ん　　く娘!通iのに治C　近1娘!い･と

で．よのりと吹^廓!あ在gがまりむ
い私Sうそかとかのるのあしにか

るはにばかのれ上2夏尽評籾た年tし
者I ｀言ヽヽにり　ってにの判a -　゜老おむ

だこい近ままたい出゛夜よにそ猟lいか
がのま付づしりまてのなの師したし

　リ||£しいたっす　｀こっ美1に猟'i
あのたて　゜ぱと涼事とてしは師し宇う
な川t°｀若なな　｀し　｀いさ　｀が治Ｃ

た上t　さ者i.若な身八ヽ娘Xまは一l住ｔ橋芒
をに　　さは者I.な川£がし近1人りんの

妻1住ｔ　や　｀がり風S宇うべ郷iのでは

ん
で
い
る
者
だ
が
、

に
ｍ
え
た
い
の
で
．

｢鹿の島
｣
の

笛の音
あ
な
た
を
妻

ｊ
に
あ
る

⑩

　人11はなかに　　も若なな笛tと　　とら

近な影If流余鹿μこ　｀秋言見・者jsりの　｀そ言ヽヽ私l

くはれが小こ宇うにかのま音わ宇うれっを
の見・てい島i治cなけすしが治じかて思t
人望あくるを川rつまがた聞り|ij;ら立妨ヽ

々yたるよ眺參のてせた　゜この毎5ち出・
はりのうめ川芯｀んはでえ瀬せ晩y去・し
　｀まにでま岸1月ｉ°｀もて音む｀りて

たせ　｀すすかの　　そ　｀｡くに夜よまく
いんそ　゜とら明t　のあるまがしだ

そ　゜こ笛t゛る　　後ごのよじ更・たさ
う　　にの大gはい　　だ時sう　っけ　゜い
不・　は音・きる夜1　れのにてる　　Ｌo

の
家
へ
来
て
く
だ
さ
い
」
。
　
　
　
思
議
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
若
者
が
、
あ
ま
り
に
り
っ
　
　
　
紅
葉
の
こ
ろ
に
な
る
と
人
々
は
、

ぱ
な
す
が
た
を
し
て
い
ま
し
た
の

　
　
￥
め
　
こ
ま
　
う
ご

で
、
娘
の
心
も
動
き
ま
じ
た
。
で

も
、
年
と
っ
た
猟
師
の
め

て宇う。さ　　であ　。を
笛t治Ｃそみ若なきな私9見・
を橋じれし者Jiまたはな

ま
し
よ

う吹・のでそはせの一11け
゜き川おはう　｀んと入りれ
笛t｀上t｀な娘*1-°こ娘yば
のあにこ顔2;のとろでな
音“なあれを返Z断1へ　゛ら

がたるかし事じり行ヽヽどな
聞･に小こらまにをまく　うい
こ聞1島i毎1し聞･しこし娘
えかへ晩茫たいたとては
たせ来ｌ｀がて　゜はも　｀

ど
う
は
、
て
も

　
　
　
わ
か
も
の
　
　
う
じ
や
ま
　
か
み

　
「
あ
の
若
者
は
、
宇
治
山
の
神
さ

ま
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
鹿
は

そ
の
神
さ
ま
が
、
す
が
た
を
変
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
ご
と
、
う
わ
さ

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
冬
が
過
ぎ
、
そ
の
う
わ
さ
も
忘

　
　
　
・
　
　
ひ
と
ぴ
と
　
　
　
　
こ
ｉ

れ
た
こ
ろ
、
人
々
は
そ
の
小
島
を

　
「
彭
の
隔
」
と
ゆ
び
は
じ
め
ま
し

　
　
　
　
　
し
ま
　
　
え
ど
じ
だ
、
こ
う

た
・
こ
の
島
は
、
江
戸
時
代
の
洪

が
で
お
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

と
き
ど
き
は
、
饌
の
か
が
陸
こ
え

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

510

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

　掲載写真を

　募集します。

百鶏

　Bg和61年1月6 日~18日

暮らしの知識を学んで
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市
内
の
各
公
民
館
と
各
公
民
館

連
絡
協
議
心
一
の
共
催
で
、
「
公
民

館
活
動
講
摩
を
開
き
ま
ず
。

　
公
民
館
は
社
会
教
育
の
中
心
施

設
と
し
て
、
地
域
住
民
の
自
主
的
、

相
互
的
な
教
育
活
動
の
振
興
を
目

指
し
て
い
ま
ず
。
そ
し
て
、
各
種

サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
よ
ひ
充
実
す

る
こ
と
で
、
そ
の
目
的
と
使
命
が

果
た
せ
る
と
い
え
毒
丁
。

　
こ
の
講
座
は
、
公
民
館
の
役
割

や
活
動
に
つ
い
て
の
学
習
会
で
す
。

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
ず
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
（
文

叱
セ
ン
タ
ー
内
）
ｙ
申
し
込
み
・
・
・

中
央
公
民
館
へ
電
話
ま
た
は
来
館

で
▼
保
育
…
２
歳
以
上
の
幼
児
（

定
員
2
0
人
、
先
着
順
）
。
ご
希
望
の

人
は
、
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。

お
や
つ
代
二
百
円
が
必
要
▼
主
催

・
・
・
中
央
・
宇
治
・
木
幡
～
小
倉
公

民
館
、
牢
治
・
小
倉
公
民
館
サ
ー

ク
ル
連
絡
協
議
会
、
木
幡
公
民
館

連
絡
協
議
心
一
。
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
　
第
１
部
（
1
9
・
2
0
日
）

　
木
幡
公
民
館
と
実
行
委
員
会
と

の
共
催
で
、
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
（
第
一
部
）
牽
十
月
十
九
・
二
十

日
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
催
し
物
の
内
容
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
多
数
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ホ
チ
。

　
な
お
、
作
品
展
示
へ
の
出
品
を

ご
希
望
の
人
は
、
十
月
ナ
石
吊

ま
で
に
木
幡
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
作
品
の
搬
入
・
搬

出
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

照喜名彬匡さん(43)

市民吹奏楽団を率い､市民

の音楽文化の向上に貢献。

ト
音
楽
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
・
：
と
語
る
照
≫
≪
(
I
＊
ん

中央公

民館

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
中
学
生
を
考
え
る
講
座

　
　
受
講
生
募
集

　
成
長
途
上
に
あ
る
十
代
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
接
し
方
は
、
大
変
に

む
そ
か
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
講

座
は
、
子
ｙ
も
た
ち
の
心
身
両
面

で
の
健
や
か
な
成
長
奎
嗣
い
、
親

と
し
て
の
あ
り
方
舎
字
び
ま
ず
。

　
▼
日
程
・
テ
ー
マ
・
・
・
下
表
の
と

　公民館のお知らせ

○宇治市中央公民館…折居台

　１の1 (aR 14 11）

○宇治市●治公民館…宇治里

　尻71の9 （n@）2 8 0 4）

○宇治市木幡公民館…木幡内

　畑34の7 (a⑩8 2 9 0）

○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91 （≪⑩4 6 8 7）

ライフ・ワークは音楽

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼

対
象
・
：
市
内
の
学
校
に
在
籍
す
る

小
学
生
（
小
学
生
以
上
）
や
中
学
生

の
親
▼
定
員
…
4
0
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
し
込
み

・
：
往
復
は
が
き
に
「
中
学
生
を
考

え
る
講
座
受
講
希
誤
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
子

Ｓ
０
４
５
の
在
籍
学
校
名
・
学
年
を
書

い
て
、
1
0
月
1
8
日
面
（
必
着
）
ま
で

に
小
倉
公
民
館
へ
。
（
小
倉
公
民
館
）

　
文
学
講
演
会

　
宇
治
公
民
館
と
文
学
サ
ー
ク
ル

と
の
共
催
で
行
い
ま
す
。
今
回
は
、

夏
目
漱
石
の
作
品
に
登
場
す
る
女

性
像
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
5
日
面
、
午
後

Ｌ
購
Ｔ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
公
民
館
ｙ
演
題
…
「
漱
石
の
作

品
に
お
け
る
女
性
像
」
▼
講
師
…

京
都
女
子
短
大
教
授
・
堀
井
哲
夫

さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、
直
接

会
場
へ
▼
保
育
・
：
２
歳
以
上
の
幼

児
（
先
着
1
5
人
）
。
ご
希
望
の
人
は
、

孚
治
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館

で
。
お
や
つ
代
5
0
円
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
　
「
エ
エ
、
一
家
だ
ん
ら
ん
の
折
に
は
、

専
励
四
楽
の
話
題
に
尽
素
蛋
す
。
妻
と

は
大
学
の
交
響
楽
団
で
知
見
に
ま
し

た
。
二
人
の
娘
も
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
で
活
動
し
て
お
り
、
私
の
人
生
も

家
庭
ね
チ
べ
て
は
音
楽
一
色
」
－
と
、

笑
顔
で
語
る
照
喜
名
さ
ん
。

　
こ
の
広
い
世
間
で
、
共
通
の
話
題
を

持
つ
こ
と
の
出
来
る
幸
福
な
家
庭
が
、

一
体
ど
れ
程
あ
る
こ
と
だ
る
フ
。

　
照
喜
名
さ
ん
は
、
宇
治
市
民
吹
奏
楽

団
の
団
長
と
し
て
五
十
四
人
の
団
員
を

率
い
、
四
年
前
の
結
成
以
来
市
民
の
音

楽
文
化
の
向
上
に
力
奮
に
い
で
い
る
。

そ
の
外
、
実
栗
人
で
構
成
す
る
楽
団
の

指
揮
者
も
務
め
、
「
家
庭
か
犠
牲
に
す

る
毎
日
」
で
あ
る
。
だ
が
、
家
族
の
良
き

理
解
に
支
え
ら
れ
、
実
に
屈
託
が
な
い
。

　
か
つ
て
中
学
・
高
校
で
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
大
学
で
交
響
楽
団
に
所
属
し
た
照

喜
名
さ
ん
は
、
「
中
学
・
高
校
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
経
験
者
の
中
か
ら
プ
ロ
の
道

に
進
ひ
人
が
少
な
く
な
ぐ
、
学
校
教
育

に
お
け
る
音
楽
活
動
＊
)
I
8
実
さ
せ
る
こ

一一一

公民館活動講座の日程表

と　き
－
T ―マ

講　師

10/28
　(月)

午
前
10
時
Ｓ正

午

開講式

私たちにとって公民館とは

　～公民館４つの役割～

H塚市立中央公民館
館長補佐
　　　松岡伸也さん

11/8
　吻

地域社会に根ざした

　　　　　サークル活動

富田林市中央公民館クラブ

ta議会会艮

　　　鳥井辰夫さん

n/u

　(月)

サークル活動の問題点と

　　　　今後の課題

京都教育大学教授

　　　栗田　修さん

宇iti尺館ｻｰｸﾙ遵賠協議会

顧問長野俊雄さん

11/20
　困

サークル活動の目的と

　　　　　運営について

岸和田市立中央公尺館
主事

　　　万代博史さん

木幡公民館まつりの催し物

と　　　き 催　し　物

10/19(4ﾆ)･20(日)午前9時～午後４時
盆栽･山野草･

園芸植物展
無

料
10/20(日)

午前io時半～正午 盆栽講習会

午後１時～3時
山野草・

圓芸講習会

午前10時～午後３時 お茶席(1席200円)

お
知
ら
せ

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録

　
▼
職
種
…
学
校
給
食
調
理
員
▼

対
象
・
・
・
給
食
実
施
期
間
中
、
毎
週

月
１
木
曜
日
の
内
、
一
回
勤
務
可

能
な
人
（
調
理
師
免
許
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
）
。

　
応
募
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
』
－
と
語

る
。
そ
し
て
、
「
残
念
な
こ
と
ぶ
ふ
、

全
国
と
の
比
較
で
は
京
都
府
の
音
楽
的

レ
ベ
ル
は
低
く
、
そ
の
心
底
要
因
は

行
政
側
の
力
の
入
れ
方
の
差
に
あ
る
よ

う
で
ｙ
」
Ｉ
と
、
指
摘
す
る
。

　
　
「
仲
間
と
力
兌
Ｂ
せ
て
良
い
音
楽

を
つ
く
ひ
た
い
。
聴
ぐ
頁
ｙ
貧
も
、

つ
く
る
喜
び
か
求
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、

音
楽
は
心
の
糧
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
、
本
当
の
意
義
が

あ
り
ま
す
」
。
年
内
に
は
、
市
内
で
常

設
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
に
よ
り
、
早
治

堕
累
連
盟
（
仮
称
）
が
結
成
さ
れ
る
。

照
喜
名
さ
ん
は
そ
の
推
進
役
の
一
人
と

し
て
、
今
ま
さ
に
そ
の
Ｊ
ｉ
。
Ｍ
＜
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
器
楽
演
奏
経

験
者
の
参
加
か
求
め
て
い
ま
ｙ
。
お
近

く
の
団
員
婁
陛
教
育
委
員
会
の
社
会

教
育
課
ま
で
ご
連
絡
を
。
（
て
る
き
な

よ
し
ま
さ
さ
ん
、
箆
孵
神
に
在
住
）

要
事
項
を
記
入
し
写
真
か
ほ
っ
て

1
0
烈
習
缶
ま
で
に
教
育
委
員
会

総
務
課
へ
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
中
年
か
ら
の
健
康
教
室

　
健
康
な
毎
日
は
、
日
常
の
心
掛

け
か
ら
。
こ
の
講
座
で
は
、
中
年

期
以
後
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
お

話
し
し
康
ｙ
。
な
お
、
市
が
行
っ

て
い
る
「
一
般
健
康
診
査
」
に
つ

い
て
の
説
明
や
、
健
康
相
談
会
も

併
せ
て
行
い
康
ｙ
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
講
師
…
右

下
表
の
と
お
り
▼
対
隼
・
・
市
内
に

在
住
す
る
人
▼
参
加
・
：
都
合
の
よ

い
日
か
選
ん
で
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
京
趣
展
の
出
品
募
集

　
第
五
回
目
の
「
京
趣
展
」
が
、

来
年
の
一
月
に
開
催
さ
れ
季
ｙ
。

　
京
趣
展
は
地
場
産
品
の
愛
伊

を
テ
ー
マ
に
、
府
内
各
地
の
地
場

産
品
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
す
る

こ
と
で
、
そ
の
普
及
と
地
場
産
業

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
か
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
ご
出
品

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
昭
和
6
1
年
１
月
1
5
日

團
～
苦
忖
▼
と
こ
ろ
・
：
大
丸
京

都
喩
面
特
設
会
場
▼
内
容
・
：
府

内
ふ
る
さ
と
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
染

織
及
び
各
種
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
、

中年からの健康教室日程表

中学生を考える講座の日程表

と　　　き と　こ　ろ 講　師（医師）

10/14C月)

13:30

　　S

16:00

開公民分館 吉岡貞臣さん

10/16團 城南荘集会所 松下嘉和さん
10/30!*) 小倉公民館 笹平達男さん

10/31附 川東集会所 田中　明さん

11/7困 広野公民分館 吉岡亮平さん
11/14困 木幡公民館 八田敏秀さん

11/18(月) 保健医療センター服部　宏さん

各
種
食
品
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
る
さ
と

産
品
の
展
示
・
即
売
な
ど
▼
申
し

込
み
・
問
い
命
石
せ
・
：
1
0
月
3
1
日

團
ま
で
に
宇
治
商
工
会
議
所
（
豊

⑩
3
1
0
1
）
へ
▼
主
催
…
京
都

の
地
場
産
業
フ
ェ
ア
開
催
協
議
会
、

京
都
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
在
宅
障
害
者

　
　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
十
月
に
行
う
事
業
で
す
。
お
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

へ
。

　
〈
車
い
す
介
助
方
法
講
習
会
〉

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
0
日
㈲
、
午
前

９
時
半
Ｌ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

値
政
即
兄
江
宏
冒
年
亦
十
字

奉
仕
団
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
1
0
月
1
6
日
困
ま
で
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
6
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
秋
の
行
楽

弁
当
▼
講
師
…
飯
塚
久
子
さ
ん

　
（
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
）
▼

対
零
・
・
肢
体
障
害
者
▼
参
加
費
・
・
・

約
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
1
0
月
2
0

日
㈲
ま
で
。

　
な
お
、
当
日
が
晴
天
の
握
ぼ

バ
ス
で
白
川
の
紅
葉
谷
ま
で
出
掛

け
、
行
楽
夕
兼
ね
て
試
食
す
る
予

定
で
す
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
憲
法
と
人
権
を

　
　
　
　
考
え
る
集
い

　
憲
法
と
人
権
牽
の
ぐ
ゑ
目
的

な
問
題
に
つ
い
て
の
集
い
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
一
既
習
缶
、
午
後

Ｌ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
会
館
会

議
場
▼
内
容
…
Ｏ
講
演
＝
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
八
私
」
・
中
沢
啓
治
さ

ん
Ｏ
映
画
＝
「
黒
い
雨
に
ラ
た
れ

て
」
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
京
都
弁
護

士
会
（
豊
０
７
５
砂
１
５
）

ま
た
は
企
画
管
理
部
総
務
課
（
雲

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
総
務
課
）

　
市
立
幼
稚
園
大
会

　
秋
空
の
下
、
市
立
の
全
幼
稚
園

児
と
保
護
者
が
一
同
に
集
い
、
力

参列者の申し込み受け付け　１０月１９日まで

～
1
0
月
1
9
日
ま
で
～
　
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
恒
久
の

平
和
か
祈
念
し
て
、
今
年
も
宇

治
市
戦
没
者
追
悼
式
（
昂
薮
）

鳶
竹
い
ま
す
。
参
列
を
ご
希
望

申込はがきの書式

の
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
は
専
用
バ
ス

（
無
料
）
が
市
内
を
巡
回
し
栄
司

　
▼
と
き
・
・
・
一
１
１
月
９
９
一
日
吻
、
午

前

1 0
時
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会
館

　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
対
象

・
・
・
戦
没
者
の
妻
・
父
母
・
子
・

兄
弟
姉
妹
及
び
三
親
等
内
の
祭

祀
者
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
・
・
・
①
市
内
の
遺
族
m
員
の

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
遺
族

会
を
通
じ
て
の
一
括
申
し
込
み

と
な
り
濠
ｙ
②
遺
族
会
へ
加
入

し
て
い
な
い
人
は
、
左
の
書
式

に
従
っ
て
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、

1 0
月

1 9
日
出
ま
で

ｙ
ｈ
ｓ
M
ｓ
琵
琶
3
3
・
福
祉
事

務
所
社
会
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）

ま
で
。
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

追悼式参列申し込み

参列者の住　　所

　　　　氏　名(ふりがな)

　　　　生年月日

　　　　電話番号

戦没者の氏　　名

　　　　続　　柄

利用する交通機関

　※市が運行するバス、

　　自家用車、その他の

　　いずれかを記入して

　　ください。

１
０
月
２
０
日
間
、
午
後
Ｏ
時
半
～
３
時
半

　
河
内
音
頭
の
集
い

　
　
　
　
　
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
で

い
っ
ぱ
い
走
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
表

現
を
し
示
す
。
哲
兄
の
ご
来
場
、

ご
声
援
を
お
願
い
し
康
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｗ
尽
百
㈹
、
午
前

９
時
半
ト
正
午
（
ｍ
大
中
止
）
▼
と

こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
ふ
ぐ
処
理
師
試
験

　
▼
試
験
の
日
程
…
学
科
と
鑑
別

試
験
＝
1
2
月
７
日
出
、
午
後
Ｌ
時

～
５
時
。
実
技
試
験
＝
1
2
月
８
日

明
午
前
９
時
１
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
…
京
都
栄
養
士
専
門
学
校
▼

受
験
資
格
・
・
・
ふ
ぐ
の
処
理
に
従
事

し
た
経
験
年
数
が
１
年
以
上
の
人

ま
た
は
調
理
士
法
第
３
条
第
１
項

第
１
号
に
規
定
す
る
調
理
士
養
成

施
設
で
ふ
ぐ
の
処
理
に
関
す
る
課

程
を
修
了
し
た
人
▼
願
書
受
付
…

1
0
月
2
8
日
ｓ
か
ら
1
1
月
１
日
胞
ま

で
宇
治
保
健
所
へ
▼
受
験
手
数
料

・
・
・
五
千
百
円
（
京
都
府
収
入
印
紙
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
詳
し
ぐ
は
宇
治

保
健
所
（
雲
＠
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宝
治
保
健
所
）

511

公
民
館
活
動
講
座

受
講
者
を
募
集

宇
治
に
生
き
る

宇治市戦没者追悼式

カ
ギ
か
け
は
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

1
0
月
1
1
日
～
2
0
日
全
国
防
犯
運
動



1985年（昭和60年）10月11日発行（4）宇i台rfJ m（だよ　り第716号

設立に向け呼びかけ
新しい歴史に向かつて走ろう:

宇治市市民遷動推進協議会

推
進
協
議
会

設
立
趣
意
書

】
致
し
て
豊
か
な
忠
笞
桑
く
た
め
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
か
続
け
て
き
ま
し
た
。

」
　
　
　
　
　
こ
の
今
日
ま
で
の
業
績
を
継
承
発
展

　
　
　
　
さ
せ
、
市
民
憲
章
の
一
層
の
実
現
を
期

れ
⊇
落
市
で
は
夏
掌
谷
の
メ
イ
ン

に
わ
た
り
実
位
あ
る
運
動
と
な
る
こ
と

会
場
と
な
り
、
水
泳
競
技
、
秋
季
大
会
　
を
念
願
し
、
こ
こ
に
「
新
し
い
歴
史
に

に
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
向
か
っ
て
走
ろ
ラ
宇
治
市
市
民
運
動
推

競
葎
が
行
わ
れ
ま
す
。
・
　
　
　
　
　
　
　
進
協
議
き
の
設
立
か
提
唱
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
－
１
１
ｄ
―
・
－
一
１
ｄ
！
1
1
1
1
1

す
た
め
、
心
身
共
に
健
康
な
人
づ
く
り
。
　
そ
こ
で
、
こ
の
京
都
国
体
の
開
催
を
　
す
。

塚
石
た
　
牢
舎
市
民
の
貴
務
と
い
え
ま
す
。
　
　
　
こ
も
っ
た
社
会
づ
く
ぴ
を
目
指
し
、
組
　
申
し
上
げ
求
ｙ
。

ｒ
に
、
明
　
　
幸
い
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
テ
ー
マ
　
織
的
、
全
市
的
な
運
動
奎
展
開
し
な
け

い
　
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
　
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
宇
　
　
何
と
ぞ
。
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
か
賜

ｙ
　
豊
か
で
躍
進
す
る
産
叢
つ
く
り
を
更
に
　
治
市
民
と
し
て
の
新
し
い
自
覚
と
熱
意
、
り
、
こ
の
運
動
の
積
極
的
な
実
践
活
動

　
　
力
強
く
推
進
さ
せ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
　
協
力
を
も
っ
べ
美
し
ぐ
ま
ご
こ
ろ
の
　
に
ご
参
画
く
だ
さ
い
ま
す
よ
シ
お
願
い

Ｉ
　
　
m
市
民
の
貴
務
と
い
え
ま
す
。
　
　
　
こ
も
っ
た
社
会
づ
く
忿
自
指
し
、
組
　
申
し
上
げ
求
ｙ
。

い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
Ｉ
の
下
に
、
　
市
民
】
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な
活
動
　
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会

第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
が
京
都
で
開
か
　
の
輪
が
全
市
に
広
が
り
、
こ
れ
が
将
来
　
　
　
　
　
　
　
　
－
設
立
発
起
人
会

め
ま
し
た
。
組
織
運
営
や
市
民
運

動
の
実
践
事
項
・
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
の
正
式
咎
復

に
決
定
Ｌ
笙
す
。

　
協
議
会
は
京
都
国
体
の
成
功
と
、

国
体
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興

し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
来
年
四
月
の
蜀
足
に

向
け
、
設
立
発
起
人
会
で
姓
覆

市
内
の
各
種
機
関
・
団
体
や
学
校
、

各
自
治
心
一
・
町
内
会
、
商
店
街
、

企
業
・
事
務
所
、
各
種
サ
ー
ク
ル

な
ど
、
全
市
内
の
各
代
表
の
皆
さ

ん
に
幅
広
く
参
加
か
呼
び
か
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
運
動
の
概
要
図
」
（
下
図
）

を
参
考
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
同
意
、
ご
参
加
を
お
願
い

し
示
ｙ
。
個
人
で
も
結
構
で
す
。
『

協
議
会
に
つ
い
て
の
お
問
監
お

。
せ
は
、
宇
治
市
役
所
内
国
体
準
備

室
（
豊
⑩
３
１
４
１
、
内
線
２
４

Ｃ
Ｍ
　
･
　
^
０
０
０
２
)
へ
。

人
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
目
指
す
市
民
運
動

　
国
体
は
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
と
し
て
、
韻
括
著
が
力
と
技
を

競
ケ
場
で
あ
り
、
更
に
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
人
々
が
温
か
い
触
れ
合

い
と
友
情
を
深
め
る
場
で
す
。

市民運動とは

　
そ
こ
で
国
体
を
機
会
に
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
を
一
層
振
興
さ
せ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
人
々
を
温
か
ぐ
迎
え
る
こ
と
、

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
子

　市民一人ひとりが自主的に参加

し、協力し合うことを基本としま

す。そして、地域・職場・学校・

サークルなども、それぞれの特色

を生かしながら、市民の皆さんが

一体となって、一番身近なことか

ら、やりやすい方法で取り組むこ

とです。

▲たくましい体をつくろう

　(中学校陸上競技大会)

る
こ
と
、
食
宝
母
な
ど
の
事
故
が

発
生
し
な
い
ぶ
つ
に
す
る
こ
と
、

公
正
な
声
援
に
心
掛
け
る
こ
と
な

ど
、
市
民
が
相
互
の
協
力
で
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
実
践
か
全
市
的
に
広
め
る
た
め

の
取
り
組
み
が
市
民
運
動
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
市
民
運
動
は

下
図
の
実
践
事
例
で
お
分
か
り
の

ぶ
つ
に
、
普
遍
的
な
人
づ
く
り
と

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
身
近
な
課

よい生活、

　よいまちを作ろう

新しい歴史に向かつて走ろう

宇治市市民運動推進協議会は

題
ば
か
り
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ

は
京
都
国
体
を
契
機
に
市
民
運
動

の
組
織
づ
く
り
と
推
進
計
画
を
実

聊
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
戻
１
　
て

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
社
会
づ
く

夕
を
目
指
し
て
実
り
あ
る
運
動

を
進
め
よ
シ
と
す
る
も
の
で
す
。

　
京
都
国
体
の
成
功
の
た
め
、
更

に
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
市
民
の
総
力
忿
結
集
し
て
市

民
運
動
か
羅
一
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Ｏ京都国体を契機に、市民運動を

　全市的・計画的に、また恒久的

　に推進するために設立します。

Ｏ美しくまごころのこもった社会

　づくりを目指し、全市的な市民

　運動を積極的かつ効果的に推進

　することを目的とします。

Ｏ協議会は、この市民運動の趣旨

　に賛同する機関・団体などで構

　成します。

　皆さんのご参画を

お願いします。

明るく住みよい
　明日の宇治市をつくろう

たくましい体をつくろう豊かな心を育てよう

●まちを美しくしよう
たとえば
・家のまわりを　　　･1　　゛ゝ゛･●～
　きれいにしよう.　1t　　　　S

‘道路､河川､広場　　　　、

　れこ

鰯

　　　しよう．　　　汐

　　など

●花いっぱい、緑いっぱいにしよう

たとえば

・家族みんなで花を育てよう．など

●郷土をよく知り

　　自然・文化を大切にしよう

たとえば・

・郷土を理解し文化財を

　守ろう.

・花木をいため

　ないようにしよう．など　　　よ白卜

･ 健康づくりにつとめよう

たとえば

　・栄養のバランスを考えよう。

　・健康診断を進んでうけよう。

　　　　　　　　　　　　など

●スポーツに親しもう

たとえば

　・体育・スポーツ行事に参加しよう。

　・スポーツを理解し

　　　　マナーを身につけよう。など

③皺

●親切とふれあいの

　　　　　　輪を広げよう

　　　あ･ljぷう
　''.f　こごいＪず　　　■

指

たとえば

　・明るい笑顔であいさつをしよう。

　・親切でていねいな応対をしよう。

　　　　　　　　　など

●社会生活のルールを守ろう

たとえば

　・交通安全に心がけよう。

　・青少年を健全に育てよう。

　　　　　　　など

匯
ほ
匯

「
圃
目
剛
‐
閑
目
凹
」

512

　
去
る
九
月
五
日
市
役
所
で
「
宇

治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
命
の

第
一
回
設
立
発
起
人
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
発
起
人
会
で
は
、
池

本
正
夫
市
長
（
国
体
宇
治
市
準
備

委
員
会
会
長
）
を
は
じ
め
、
三
十

六
団
体
の
代
表
三
十
五
人
が
参
加
。

協
議
会
の
正
式
名
称
を
「
新
し
い

歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市

市
民
運
動
推
進
協
議
齢
と
定
め
、

設
立
趣
意
書
（
右
に
掲
載
）
か
蛋
と

ン宇治運動）▲まちを美しくしよう（青少年によるグリー

京
都
国
体
を
契
機
に
、
市
民
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

美しくまごころのこも

った社会づくりを

市民運動の概要（運動の実践事例）
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